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まずは本稿のコードを実行できるための環境構築について、説明は windows 10に基づくが、
LinuxやMacに関して、必要なソフトウェアが基本同じですので、本稿も参考になると思
います。

kerasは本来、pythonというプログラミングのライブラリなので、r上の kerasは rのコー
ドを python のコードに変換して動かします。そのため r keras には python と python の
ライブラリ TensorFlowが必要です。TensorFlowが必要の理由は keras自身は高水準のニ
ューラルネットワークライブラリですので、TensorFlowがそのバックエンドとして低水準
のサポートを提供しています。（kerasのバックエンドは TensorFlowのほかに、CNTKと
Theanoも使えますが、本稿は TensorFlowを使用します）。ですので、pythonのライブラ
リ TensorFlowもインストールする必要があります。

また、r、python、keras も TensorFlow もまだ更新中のツールですので、バッジョの更新
とともに、古いコードが使えなくなる可能性があります。それを避けるために、r kerasは
condaという環境管理システムに使用しています。condaを利用することによって、様々な
バッジョの pythonや、kerasが共存することが可能となります。古いコードは古いバッジ
ョのソフトウェア環境を使えば、この問題を避けられます。

さらに、GPU（Graphics Processing Unit,グラフィックスプロセッシングユニット）という
プロセッサはディープラーニングに関する演算は、通常の CPUより 10倍以上の計算力を持
つため、kerasのフルパワーを発揮するために、TensorFlowのGPUバッジョを使用するのが
おすすめです。ただし、残念なことはTensorFlowが支持するGPUはNVIDIA社制の一部し
かない、サポートされるGPUはこちらのURLhttps://developer.nvidia.com/cuda-gpusに
確認できます。また、GPU を動かすには、NVIDIA 社が開発する GPU プログラミング
ためのツール、CUDA と GPU がディープラーニング演算を加速するためにライブラリ、
cuDNNが必要です。TensorFlowの GPUバッジョを使用するために、CUDAと cuDNN
もインストールしましょう。ここで注意して欲しいことがあります、2019 年 11 月から、

NVIDIA社は新しい CUDAバッジョがmacnいサポートしないと公表しましたので、新し
い TensorFlow GPUバッジョが macに使えないと考えたほうがいいです。

表1では、必要のツールをまとめていました。

表1 必要のツール一覧

ツール バッジョ 備考

R 4.02
rtools 4.0 r kerasが必要のツール
r keras 2.3.0.0
Miniconda/Anaconda conda環境
python 3.7.7
Tensorflow 2.20 kerasのバックエンド

GPUバッジョ追加ツール
CUDA 10.1 GPUプログラミングツール
cuDNN 7.6.4 ディープラーニング演算

を加速するための CUDAのライブラリ

0.1 TensorFlow GPU環境の構築
まずは keras GPU バッジョの環境構築について説明します。CPU バッジョを使います
なら、この節を飛ばして結構です。前節に述べた通り、TensorFlow GPU を使うには、
CUDA と cudnn が必要です。ただし、TensorFlow GPU のバッジョと CUDA、cudnn
のバッジョが厳密に対応しなければなりません。間違ったバッジョでは動きませんの
で、気をつけてください。TensorFlow の公式サイトのソースからのビルドページ（https:
//www.tensorflow.org/install/source_windows）ではTensorFlow GPUとCUDA、cudnn
対応バッジョの関係が書かれていますので、参照してください（日本語のページの更新が遅1
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図1 TensorFlow GPUと CUDA、cudnnの対応関係

いので、新しい TensorFlowの対応バッジョが書かれていない場合は英語のページをご覧く
ださい）。

図1から、今回使用する tensorflow_gpu-2.2.0 に対応する python のバッジョは 3.5-3.8、
CUDA が 10.1、cuDNN が 7.4 と確認できましたので、NVIDIA のページから CUDA
10.1（https://developer.nvidia.com/cuda-10.1-download-archive-base）と cuDNN 7.6
（https://developer.nvidia.com/rdp/cudnn-archive）をダウンロードします。cuDNNをダ
ウンロードする際に、まず NVIDIA社のアカウントを作る必要がありますでの、アカウン
トを作ってから、ダウンロードしましょう。

図2 CUDA 10.1のダウンロードページ

ダウンロードしたら、まず CUDA をインストールします、途中の選択肢に関して、す
べてデフォルトにしてもかまいません。CUDA のインストールが終わたら、ダウンロ
ードの cuDNN の zip ファイルを解凍してください。すると、「CUDA」というフィル
ターが得られる、ファイル内には「bin」、「include」、「lib」という名前にフィルター
と「NVIDIA_SLA_cuDNN_Support.txt」という名前のファイルがありますはず。こ
の 4 つを先 CUDA のインストールフィルターにコピーしてください、筆者の CUDA は
「C:\ProgramFiles\NVIDIAGPUComputingToolkit\CUDA\v10.1」にありますので、ここ
にコピーします、コピーする際に同じ名前のファイルが存在するという提示にした、ファイ
ルを書き換えを選択してください。

そして重要のステップ、システムの環境変数に CUDAと cuDNNを導入します。スタート
メニューの「windows システムツール」の「コントロールパネル」を開いて、システムを選択
してください、開いたページの左のシステム詳細設定をクリックしてください。そしてさら
に開いたウィンドウの環境変数ボタンをクリックすると、環境変数編集ウィンドウが開きま
す。下部分のシステム環境変数のところに、新規をクリックし、変数名を「CUDA_PATH」2
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図3 cuDNN 7.6.4のダウンロードページ

にして、ディレクトリの参照を開いて、CUDAのインストールパスを選択してください。続
きはシステム環境変数にある「path」をダブルクリックして、開いたウィンドウに新規をク
リックし、参照をクリックしたら、CUDAのインストールパスの下の「bin」というファイ
ルに選択してください。

パス追加の成功を確認するために、「コントロールパネル」と同じく、「windows シス
テムツール」下の「コマンドプロンプト」を開いて、「where cudnn64_7.dll」と入力し、
「cudnn64_7.dll」のパスが戻ったら成功です。

0.2 python環境の構築
まずは python の環境管理システム「conda」のインストールです、「conda」はメインに
「Miniconda」と「Anaconda」二つのバッジョがあります。「Anaconda」は「conda」以外、
デフォルトの「python」環境にデータ分析のための pythonのライブラリ多数が付属してい
るに対して、「Miniconda」は「conda」と「python」以外にライブラリを何もつけていませ
ん。ですので、「python」にも勉強したいなら「Anaconda」、r kerasを動かすためだけな
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ら、「Miniconda」があれば十分です。「Miniconda」を例に説明します。

「Miniconda」のダウンロードページに Python 3.7バッジョが選択し、ダウンロードし、イン
ストールします、インストールするときに注意するところは、Install Forのところに「Just
Me」を選択するのがをすすめと、Advanced Optionsのページに、必ず「Add Miniconda3
to PATH environment variable」にチャックを入れてください。最後に「コマンドプロン3
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プト」に「conda」というコマンドを入れて、「usage: conda-script.py [-h] [-V] command
…」のような提示があればインストールが成功です。

これからは r kerasパッケージの「install_keras()」という関数を利用すれば、残りの環境
が自動的に整ます、しかし、時に、GPUバッジョを使う場合に、未知のトラブルが多いの
で、「install_keras()」を利用すると、r、conda、TensorFlowどちらにトラブルがあるのが
判断しつらくなるため、本稿はまず pythonと TensorFlowの環境を手動に整えて、上手く
いったら r kerasの環境に導入するのがおすすめです。

「conda」が無事にインストールできたら、「コマンドプロンプト」に「conda create -n
r-reticulate python=3.7」を実行してください、このコマンドは「conda」に「r-reticulate」
という名前の環境の新規作成し、その環境の pythonのバッジョを 3.7と指定するという意
味です。そして condaはインストールするものを提示し、「y」と確認したらインストールさ
れます。そして「conda info -e」というコマンドを執行すると、今ある環境の情報を表示し
ます、「r-reticulate」があれば成功です。成功したら、コマンド「activate r-reticulate」で
「r-reticulate」環境に入ります。そこで「pip install tensorflow」コマンドで TensorFlowを
インストールします。注意してほしいのが、TensorFlowが 2.2から GPU と CPUが区別
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しないことになりました、もしそれ以前の GPUバッジョの TensorFlowをインストールす
る際に、「pip install tensorflow-gpu」と実行してください。無事インストールするができ
たら、コマンド「python」を執行し、以下のコードを執行してください。
import tensorflow as tf
tf.random.normal([4,4])

エラーが表示せず、図17のように、マトリックスが返すなら、TensorFlowのインストール
が成功します。

0.3 r環境の構築
rと rtoolsのインストール方法が省略しますが、rに「install.packages(“keras”)」を実行す
ると r kerasがインストールされます、そして「keras::use_condaenv(“r-reticulate”)」コマ
ンドで r kerasが使用する pythonの環境を先インストールした「r-reticulate」にしてしま
す。何もエラーが表示されませんでしたら、これで無事に r kerasと python、TensorFlow
の連携が成功しました。
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